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インバウンド誘客を通じた農泊ビジネス化

公益社団法人 日本観光振興協会 大須賀 信
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本日お話する内容
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①インバウンド市場のビジネスとしての可能性

②どの地域でもチャレンジできる市場

③ネットワーク構築の可能性



①インバウンド市場のビジネスとしての可能性
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訪日外国人消費動向の消費動向 観光庁2019年年次報告書より



外国人と日本人どちらがお金をつかう？
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観光庁旅行・観光消費動向調査2019年年間値より

旅行消費額

訪日外国人 ＶＳ 国内日本人

約５兆円 約22兆円

しかし・・・

1人あたり支出額は

15.9万円 3.7万円



観光交流人口が地域にもたらす経済効果
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農泊はインバウンドに一番適している？
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・農泊は訪日外国人の期待
することのかなりものに応
えることができる。

・外国人の平均泊数をみて
も、そのうちの2～3泊を農

泊に充ててもらうと市場とし
て非常に広がりがでる。



どこの国を狙う？

7

支出額が

アジアは6万円台～18万円台

欧米豪は15万円台～21万円台

滞在日数は

アジアは3日～10日

欧米豪は9日～14日

長期でたくさんのお金を使う欧
米豪は魅力的なお客様。

ただし訪問回数はアジアの方
が距離的に近いので多く、リ
ピーターにはなりやすい。



ＳＮＳで世界に発信を！
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「＃」の威力
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「＃」ハッシュタグを必ずつけて発信することが大切です。

「＃農泊」「＃ｆａｒｍｓｔａｙ」



「＃」で検索
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多くの若い方が、情報収集をする際にＧｏｏｇｌｅなどの検索エンジンで検索する（ググる）のではなく、まずはSNS
上で＃ハッシュタグを用いて検索し、「タグる」ことで情報を収集しています。

・情報量が膨大な現代では、情報の発信源を疑うように。
鮮度があり、信頼性の高い情報が得られ、発信源が特定できるＳＮＳからの情報を得ることが多くなる。

・ＳＮＳユーザーが自らそのままの声で頻繁に投稿するので、リアルタイム性がある。

・スマホの普及で、スクリーンサイズに最初からあっている（最適性）。
ウェブサイトの情報はスクロールし続けて収集しなくてはならず、ユーザーにとって負担。



各農泊で取り組むこと

・若い人の力を借りて、SNS・ウェブなどを整備して、情報発
信を！

・ささいなことでもいいので毎日一回更新を！畑で採れた野
菜、採れた野菜で作った普段の料理の一品、などでもいい
ので気軽に、頑張らずに！

・体験メニューを日ごろから考えていく。落ち葉を集めて焼
き芋を焼く、ゲストと一緒に近くの山林を探検に行く、など普
段の生活をコンテンツに！



インバウンドの推進の実例（秋田県大館市）

農家のお母さん自ら台湾でPR

外国語パンフ作成

台湾ブロガーによる情報発信



初の海外（台湾）からの修学旅行の受入

台湾の旅行会社による旅行商品造成



〇外国人体験受入人数（延） 単位：人
H28: ０人 H29：４３９人

〇外国人体験受入売上げ 単位：円
H28: ０円 H29：８３９，５００円

○外国人宿泊者数（延） 単位：人
H28： ０人 H29:１８６人

〇外国人宿泊売上げ 単位：円
H28: ０円 H29：１，３９５，０００円



外国人の宿泊客で、生活習慣や文化の違い
（宗教・食文化・マナーなど）をどうするか

・基本はいつも通り、日本人と変わらずに対応をする。
（日本らしさを求めてくる人も多い）

・無理をしない。できることだけを対応する。（肉なしの料理は出せる、
魚・乳製品も除去できる、など）
・事前にできることをウェブなどで明示しておくことが重要。
・宿泊前に宿泊者と密にコミュニケーションをとる。
・学ぶ姿勢を大切に。宿泊客に教えてもらう、という姿勢。

・愛知にいる留学生、技能実習生、ＡＬＴ、日系人などの定住外国人に
お試しでモニターとして宿泊してもらい、意見をもらうことも効果的。

②どの地域でもチャレンジできる市場



ベトナム人技能実習生ツアー
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ベトナム人技能実習生が「楽しかった」等の
感想文を送ってきた。

小滝電機製作所（大館市）の30人のベトナム人技能実習
生を対象に秋田犬ツーリズムと秋北航空サービスが技能
実習生のモニターツアーを実施。きりたんぼづくり体
験・りんご狩りなどを楽しんだ。
いずれも農泊経営者が案内をした。
参加したベトナム人には自国の言葉でＳＮＳで発信をし
てもらった。

愛知県ＨＰより

全国1位！

多文化共生・未来のインバウンド！



まずはいろいろなデータをみてみる！

17愛知県・ＪＮＴＯのＨＰより

愛知県の外国人は・・・
県内定住人口は
28万人で東京都に次ぎ2位！
コロナ前の訪日外国人は

全体で訪問率は有名観光地を多く
かかえる北海道・沖縄と互角。
およそ300万人が訪れています。

つまり・・・

パンデミックなどで海外からの
人流が止まっても28万人、通常
時は名古屋市の人口（230万人

ほど）より多い外国人が毎年い
るので愛知県は極めて恵まれ
ている状況です。
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※既にコロナ前にもインバウンドへの取組をされている地域の場合

コロナ禍のＢＥＦＯＲＥ・ＡＦＴＥＲで変わっている旅行者のトレンドにも注意をしていく

・より開放的な空間を求めている
・より地域・人とのふれあいを求めている
・よりサステナブルな旅を求めている
本物の地元体験Authentic Local Experience

農泊が本来持っている特性が十分活かせるので、屋外での体験などをさら
に磨き上げ、宿泊時のお客様とのふれあい、コミュニケーションをより密にと
ることが重要。さらに、サステナブルな環境を加えられたらベター。例え
ば・・・暖房や煮炊きに薪や農作物の副産物を燃料源にする、などは効果的。
農業にすでにそういう循環型のものを取り入れている場合は、きちんと説明
できると好印象。
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コロナ前に来てくれた外国人にはもう一度メールなどをしてみるのも効果的。再びつながりをもち、「お元気ですか？」
の一言が、また来てくれる第一歩に。

すでにある程度ターゲットを絞っている地域では・・・

①同じ地域の他の層にも対象を広げる
②新しい地域へのアプローチも「データ」をもとに考えてみる

SNSの言語を英語以外にも用意してみる（中国語・スペイン語・韓
国語・タイ語・フランス語・ポルトガル語ｅｔｃ）など

愛知県に関してはスペイン語・ポルトガル語なども有益。地元に日
系人を中心に話者が多いし、世界的に話す人の数が多い。スペイ
ン語は5億人以上、ポルトガル語も3億人ほどに。これだけでも8億
人に発信できる。（英語が15億人強）



③ネットワーク構築の可能性
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ネットワーク構築の柱

Ｉ． 地域とのつながり
ＩＩ． 農泊（宿泊施設）同士のつながり
ＩＩＩ. 農泊協議会同士のつながり
Ⅳ.  自治体・ＤＭＯ・観光協会とのつながり

・インバウンド対策はやはり「規模」が必要なのでIII.やIV.のつながり

を使ってコンテンツの開発、プロモーション、情報発信をしていく。そ
の「予算」も確保！
・情報共有や課題解決もこの層で行うと効果的。



県域ネットワーク

農政部署 観光部署

DMO
観光協会

農泊協議会
情報共有
共通ｺﾝﾃﾝﾂ
共通ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
課題共有・解決

定期的な
双方向交流

DMOを通じた一体的な
プロモーション
例：インバウンド

教育旅行
法人企業 等

農泊協議会独自の
プロモーション
例：個人・小グループ
リピーター（個/団）
関係人口 等

＜農山漁村への持続的な交流人口の拡大＞
宿泊者の増加

農林水産物の消費拡大
所得向上
地域活性化

地域おこし協力隊 地域おこし協力隊

「地域おこし協力隊」は総務省管轄。農林水産省でも観光庁でもない。しかも基礎自治体（市町村）に着任なので県が直
接関与せず忘れられがち！そして活動のベクトルはＤＭＯと同じ！活用しない手はありません！

【再掲】第1回資料抜粋



地域とのつながり
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・地域の人々が協力してくれる体制づくり

・様々な人が集うことにより相互作用が生まれる「場」としての農泊

地域の課題を解決する新しい「場」に農泊がなることで、農業振興・観光振興だけでないあらたな農泊の役割も生まれ
てくる。

「稲刈り体験はＡさんのところに」「料理はＢさんに手伝ってもらおう」「朝食はＣさんのところの食堂でとってもらおう」な
ど地域と共同で農泊経営をしていく視点も有益。

過疎化が進む地域で人々が集まるコミュニティの核になる可能性も。持続可能な地域社会づくりのひとつの動力に。

宿泊者と地域の人の接点にもなり、間違いなく、宿泊者により忘れがたい体験になる。

付近に農泊施設が複数あれば、機能を分担させて負担を少なくすることも可能に。今後高齢化が進み、すべての機能
を1軒でまかなうのは難しくなっていく。「予約はＤ施設で一括で管理」「夕食はＥ施設でとってもらう」など柔軟な発想も
大切に。



終わりに
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・コロナ禍を経て世界的に観光に求められるものは大きく変化

・薄利多売の大量の観光客を受け入れるスタイルは終わりに（三密の回避）

・農泊はコロナ禍を経て世界中の観光客が求めるもの、
「少人数で付加価値の高い体験をする」
「その土地でしか体験できないことを体験しにいく」
「その土地に住む人との直接のふれあいをする」
これらすべてを備えている（その前からの「モノ」消費から「コト」消費への流れ）

愛知（ＡＩＣＨＩ）の農泊（ＮＯＵＨＡＫＵ
／ＦＡＲＭＳＴＡＹ）を自信をもって推進し
ていきましょう！



ーご清聴ありがとうございましたー
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